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博物館学芸員実習生の受け入れ

資格取得の重要性が叫ばれている昨今において，大

学生に圧倒的に人気の高い資格の 1つが 「博物館学芸

員」資格である.

この学芸員資格取得のためには，大学での様々な

「博物館学J関連の単位取得の他に，博物館の現場で

の「博物館実習」も必修科目として課せられている.

全国の大学での学芸員資格取得コースの受講生の飛躍

的な増加に対して， 1"博物館実習」を行う博物館サイ

ドの受け入れ体制の未整備が指摘される中で，当財団

では，主として夏休みを中心に年間10名前後の学生を

博物館学芸員実習生として当館の研究員ならびに薄井

事務局長が指導している.

図書館司書資格取得者である薄井事務局長が，現在

玉川大学の通信教育制度を利用して，学芸員資格取得

を目指している.

なお，毎年，全国で何千人もの大学生が学芸員資格

を取得して大学を卒業しているにもかかわらず，現実

的に学芸員資格を生かしてミ ュージアムの世界に学芸

員として就職できるのは，ほんの一握りの人材でしか

ないのである(薄井記〉

日本ミュージアム・マネージメント

(=博物館の経営管理)研修への参加

生涯学習 ・生涯教育が叫ばれるようになって久しい

現在，図書館とともに，生涯学習施設の代表的存在で

ある博物館の数は年々増加し続けており，小さな私的

なものまで含めると， 7000館以上もあると言われてい

る.その反面，博物館集客数の激減現象も同時に起

こっている.これは，博物館の非開放的体質や館長 ・

副館長クラスの管理職の顧客の視点による運営の重要

性の認識不足などが大きな原因と考えられる.

そこで，博物館の経営管理の観点，すなわちミュー

ジアム ・マネージメントの側面から，主として自然科

学系博物館の現職の管理職を対象にした研修制度「日

本ミュ ージアム ・マネージメント研修」が発足した.

平成5年度より，当時の国立科学博物館教育部長で

あった大堀哲氏(現在は静岡大学情報学部教授〉を中

心に推進され，毎年国立科学博物館において，40名程

の館長クラスの管理職が約1週間に渡ってマネージメ

ント問題に関する多様な講義を受けている.

当財団においても，平成8年度より毎年，亀谷館長

(副館長時代も含めて)と薄井事務局長とが連係して

日程を調整しながら参加している.多様な研修プログ

ラムの中でも，特に印象深いのは，平成8年度の研修

で， 日本を代表する NPOやフイランソロピー(社

会貢献〉 問題の専門家である総合研究大学院大学の出

口正之教授の講義であり，1"この研修に参加されてい

る皆様のような博物館の方々は，もっともっと社会に

対して積極的にアピーノレして，社会からのフイランソ

ロピーの恩恵を受けるべきであり， また，それが当然、

のことなのである.すなわち，寄付とボランティアの

形でのフイランソロビーである.Jと強調されていた.

このマネージメント研修がご縁となり，以後，出口

教授とは懇意にしていただき，平成11年3月設立予定

の「日本NPO学会」の学会設立発起人のメ ンパーに

薄井事務局長も名を連ねることになったので、ある.当

財団のこれからの事業の大きな柱の 1っと して， この

フイランソロピー活動を掲げていきたい. (薄井記〕

日本ミュージアム・マネージメント学会への入会と

当財団における同学会事業戦略研究部会の開催

前述の日本ミュージアム ・マネージメント研修から

派生して，大堀哲氏のご尽力により，この問題をより

学問的・体系的 ・学際的に研究するシステムとして，

平成7年3月に 「日本ミュージアム ・マネージメント

学会J(Japan Museum Management Academy，略

称 JMMA)が設立された.
当財団においては，薄井事務局長が，平成8年度よ

り個人会員として入会し，精力的に学会活動に参加し

7こ.

毎年3月に開催される本大会の他に，

①ミュージアム文化研究部会

②制度問題研究部会

③理論構築研究部会

④事業戦略研究部会

⑤ソフトサービス研究部会

⑥教育 ・コミュニケーション研究部会

⑦ミュージアムショップ研究部会

の7つの研究部会があり，それぞれの研究部会が独立

して年間数回の研究会が開催されている.

平成10年 2月28日には，当財団6階会議室におい

て，1"事業戦略研究部会Jが開催され，約30名の参加

者を前に，国公立ではなく，民間である公益法人の立

場からミュ ージアム ・マネージメント事業戦略研究の

1つのモテ。ノレと して，亀谷館長と薄井事務局長が当財

団の現状と課題を率直に発表した.
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当財団は，博物館としては小規模施設ではあるもの

の，今日.]MMAからも大いなる注目と期待がかけ

られている薄井記〕

パソコン導入 インターネット.E-maiI開始

文部省から日本電信電話株式会社 (NTT)が委嘱

された，コネットワーノレド事業への参画などでパソコ

ンコンを導入し、寄生虫学メディアとしての使命を果

たすことになった.国立博物館や札幌市豊平川サケ科

学館などともに全国で8博物館の中に選ばれた当館か

らは. 1"焼虫つてなあにJというホームベージを作成

して，全国の小中学校向けにパソコンによる情報発信

を開始した.これにより E-mailも可能となった.

寄生虫百話第22話標本収集について

亀谷了

館が博物館の機能を有する以上，寄生虫に関する資

料，とくに寄生虫の実物標本を出来るだけ多く所蔵す

る必要がある.それには自分で採集することは勿論で

すが，有名学者のコレクションを一括して戴くという

のが， 一番早道だと考えました.

それで，鵜の目，鷹の自でかまえていたわけです.

やはり希望すれば事は50%成功するとドイツの賢人が

言ったとし、L、ますが.その通りでした.以下その主な

ものについて話します.

(l)田熊清一郎先生の標本

次に田熊清一郎先生の標本の入ったいきさつをお話

いたします.田熊先生の標本というのは，福井玉夫か

らのお話で始まったんです.福井先生のお嬢さんと田

熊先生のお嬢さんが学校友達であったということか

ら，そこから話がずーときまして，福井先生から「田

熊先生の標本というのが揃っているそうだから，寄生

虫館で引きとったらどうです」というお話でした.で

勿論これは大変なことですから，私と野々部君と二人

で阿佐ヶ谷の田熊先生のお宅に伺った訳です.伺って

拝見しますとね，液浸標本が多かったで、すね.千点以

上あったんではなかったでしょうか.大きな瓶やら小

さな瓶やらございました.それがまあとにかく，ガラ

ス戸のついた出窓でもなし，離れでもない，物置とい

う訳ではない，きっちんとした部屋で、ございました

が，住居の隣の部屋にですね，貯蔵してありました.

で，私はそれを早速戴くこと にして日を改めて，

野々部君と二人で， これは雪の降る日でした.その当

時は誰も車を持っていませんでしたから，タクシー

じゃなかったで、すかね，頼みまして，その標本をすべ

て積み込んだわけです.そして寄生虫館へ持って帰り

ました.千点位の標本で‘すから一階の研究室はいっぱ

いになりました.

それから，それをですね，ほこりをーさい落として

わかるものものだけをぬきました.わかるもののラベ

ノレの読めるもの，それから， 一見して虫の分かるもの

ですね，そういったものを全部のけて，そして勿論，

寄生虫館としてのラベルをずーと貼っていった訳で、

す.それから蓋のとれないものもかなりありました.

ホルマリンが付着して固着してしまいましてね.蓋の

取れないものは，いろいろ考えましたがね. 口の所を

少し温めて，そしてこん棒の様なもので， コン， コ

ン， コンと震動を与えますと，緩んできて，蓋のとれ

る場合が多かったで、す.しかしこの温める途中にです

ね，ガスでも発生して爆発したら困るとおもって，非

常に心配したんですが全部とれました.

さあーっか，二つはやむをえすYこ割ってしまったの

があったかもわかりませんが，しかし，ともかくこれ

は私も随分やりましたが，おふくろさんが手伝ってく

れました.おふくろさんは随分と上手にやりました.

コン， コン， コンとやって，スポットと蓋をとるとい

うことをやりました.そして約六百点位寄生虫に関係

した標本があった訳で、す.

田熊先生は獣医さんでしたから，当時は大崎に屠場

あったらしくて，大崎屠場でとったと書いてあって分

かりやすくなっておりま した.これを一応リストを

{乍って，棚にきちんと揃えて，大体終わったんです

が、ラベノレの全然ないものもあるし，又、ラベノレの字

が消えてしまっているものもあるし，そんなのが何十

点か出来ました.それは到底私共で同定出来ないもの

ですから，北大の山下先生が東京にいらしゃる時など

に，又，大林先生にもみていただきましたのもかなり

ござし、ます.まあそんな事をしていただきまして，全

部終わるのに約一年かかりました.

ここで私の非常に喜んだのは，豚の顎口虫ですね.

豚の胃がひっくりかえしになって，顎口虫がささって

いるいるところの， この標本はちょっと他には無いよ

うですね.あとでこの顎口虫の一部を宮崎一郎先生に

差し上げた事がございます.

それから，腎虫もございましたね.私共が一括して

入手しましたのは， これが第一回でございます.寄生
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虫館にすっかりおさまったものですから， うれしくて

なって，その由を森下先生に申しあげよう L、う矢先

に，実は日本医事新報に記事がのったのです.

それによりますと，I田熊先生の標本JI田熊先生と

いう先生がおられて，私たちがつまり学生のころにお

世話になったんです.大崎の屠場におられて寄生虫学

界の連中がみんな寄生虫の標本採集についてお世話に

なった方だよ」という書き出しから，あの方は確か，

膨大な標本をもっておられたはずで，それを残して亡

くなられたが，標本は一体どうなっているだろうとい

うところで結んで‘あたんで、す.で，私実はこれは寄生

虫館納まりました. とし、う手紙をかし、て，森下先生か

ら非常に喜ばれたこ とを覚えております.

(2)石井信太郎先生の標本

石井信太郎先生は，東京大学の伝染病研究所の助教

授をしておられた方です.それから千葉大学とか，横

浜市立大学の教授をしておって亡なったわけ訳で、す

が，まあ原虫の研究家と しては，昔から知られておる

方だったのですね.で，私も面識はなかったけれど

も，充分お名前は存じてあげておりました.たまたま

亡くなられた時に，私の家のとなりの森さんですね，

今はいらっしゃいませんが，森さんが，私にこうおっ

しゃいました. I石井君は，私ととても親しいのだ

が，今度亡くなった.実は標本やら文献やら沢山ある

らしい由で，いっぺんそれらを見て来たらどうですJ

とこうおっしゃいました.で、私はびっくりしました.

それは願ってもない事だからと言って，野々部君と二

人で飯倉の石井先生のお宅を訪ねたんです.行って見

ますとね，別刷が三千部位あったんではないでしょう

かね.それからいろいろな教材用の標本がございま し

た.プレパラートはですね，びっしり石油箱に入って

ました.これはちょっと驚きました.

それから奥様がずーっと勉強しておったとし、う部屋

を案内して下さいま したが，十畳位の部屋に，顕微鏡

を見られるような机があったり，本棚があったりでそ

こで先生は，帰られると仕事をなさっていたという話

です.で私は早速裁きたいという事を伝えましたら，

奥様が，新宿の東京医科大学でも入れたし、様な話なの

で，そちらに問い合わせるので暫く待ってほしいと言

われました.帰りま して待っておりましたら東京医科

大学は話がつかないので，寄生虫館に譲りたし、からと

の話ので，喜び勇んででかけて，すっかり戴いて帰っ

たわけで、す.

文献はですね，ナ、ノパーを打って，カードを作ると

いう従来の方法をとって整理致しました.それからプ

レパラートの方はこれは相当l肢がかかり ました.まず

原虫の標本と，衛生昆虫の主に蚊で、したけれども，標

本を分ける操作，分けてラベノレ等によって大体日付け

等から考えて，同じクソレープに分けました.エキノス

トーマですかね，何かのお仕事をなさった.その標本

のセクシヨンだとか，或いは，記載標本等ございまし

が，そういったものは，全部先生の論文等を見まして

ですね，これは多分こうだろうということにしてまと

めました.そうしてやっている内に，アメリカの大学

から寄贈された蚊の標本等は，向こうの大学ラベノレの

まま何枚蚊ございました.今でこそ手に入る トリヒネ

の幼虫の標本，染色標本等も立派ななのがありまし

た.学生にみせるためのと思われる代表てきな吸虫類

とか条虫類とかし、うものを，圧平して染色したもの

を，厚紙でちょうどうまく枠をとって，あるいは直接

学生に渡して見せるとか，投影して見せるとかの方法

のもの等きちんと揃っておりました.アンプイリーナ

Amρhilina jψnica Goto et Isii，1936単節条虫の標
本は五島先生でしたかね，命名なさった新種で、すね.

大きな虫体でした.それも多分ホロタ イプか或いはパ

ラタイプであろうと思うのですが立派なものです.大

きくて，特殊なガラスに封じてあったのて・すが，非常

にきれいです.

そういうことで一挙にして数百点，或いは千点を越

えるかもしてない標本がわれわれの手に入ったんであ

ります.

又マラリアの標本はですね，ただ塗っただけという

のがかなりかなりありました. これは後に一部東京医

科歯科大学の加納先生さしあげましたところ，それを

染色して「亀谷さん立派なのができましたよ」とおっ

しゃたことがございます.全部これは箱にいれてきち

んと整理して，標本室に保存してあります.その基本

カードも全部作りました.

(3)山口左仲先生の標本

第三番目の大きなコレクションとしては，山口左仲

先生の標本.これはまあ，当館、最大のコレクション

ですね.寄生虫館としては，この経緯については，私

が別に山口先生の記事として書いております.それを

参考にしてください. (本ニ ュース107号).本編では

省きます.
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(4)板垣四郎先生の標本

板垣四郎先生の標本については，これは結局，今の

麻布大学の板垣博先生のご尊父ですから，博先生と寄

生虫館が密接になったのは，内田明彦君のご縁からで

しょう.そうし、う関係で板垣博先生がこれは寄生虫館

へ移した方がし、L、と L、う事をお考えになって. ことが

運んだ事と思います.その間のいきさつについては俊

也君と市原君一番よく存じていると思います.私も戴

きに上がった時は同道いたしましたが，東大の獣医学

科のですね一室をですね殆んど完全に占領しており，

かなりの収集でした.これは今，全部寄生虫館におさ

まっております.この中には豚の大鈎頭虫とか，いろ

いろのその道の専門家にとってはよだれのでそうな標

本があるわけです.

-11-
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編集後記

本ニュース179号でもって，新展示室紹介を終える

本号では第9回国際寄生虫学会(ICOPAIX)が幕張

メツセで開催され，天皇，皇后両陛下にハゼの寄生虫

について亀谷 了名誉館長，亀谷俊也館長がご説明に

あたったことをとりあげた.

日本ミュージアム ・マネージメント学会に入会し，

当財団の経営管理について研修を行った.これには亀

谷俊也館長と薄井事務局長が参加し，今後の当財団の

運営の指針を探ることになった.

今後は生涯学習の社会的要請にそってより積極的に

寄生虫を題材とした教育活動を展開してそのありさま

をニュースで紹介していきたい.研究活動の様子も紹

介したい.そのため体裁をかえる予定である.発行頻

度もこれまでの年一回をあらため，もう少し増やした

い.内容も読んで読者が面白みを感ずる様なものにし

TこL、.

次号から編集者が交代する. (市原記)
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目 次 (179号)1998年12月号

表紙ー二階展示室 熱帯病の分布......一…-……・1

第9回国際寄生虫学会 CICOPA-IX)…・……..2 
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